
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 2023年２月８日

【四半期会計期間】 第75期第３四半期（自　2022年10月１日　至　2022年12月31日）

【会社名】 丸尾カルシウム株式会社

【英訳名】 Maruo Calcium Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　　丸尾　治男

【本店の所在の場所】 兵庫県明石市魚住町西岡1455番地

【電話番号】 ０７８（９４２）２１１２（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　谷井　通宏

【最寄りの連絡場所】 兵庫県明石市魚住町西岡1455番地

【電話番号】 ０７８（９４２）２１１２（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　谷井　通宏

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

丸尾カルシウム株式会社(E00791)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第３四半期連結
累計期間

第75期
第３四半期連結

累計期間
第74期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 8,549 9,520 11,567

経常利益 （百万円） 266 252 292

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 176 122 190

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △241 226 △439

純資産額 （百万円） 9,495 9,477 9,297

総資産額 （百万円） 15,953 16,691 15,637

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 79.28 54.93 85.74

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） 76.77 53.25 83.03

自己資本比率 （％） 56.8 54.0 56.6

 

回次
第74期

第３四半期連結
会計期間

第75期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2021年10月１日
至2021年12月31日

自2022年10月１日
至2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 26.14 19.66

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済については、新型コロナウイルス感染症対策と経済活動の両立が

進みコロナ禍からの立ち直りの兆しをみせておりましたが、ウクライナ情勢の長期化、世界的な資源価格の高

騰、中国経済の減速、インフレ抑制のための政策金利の引き上げの影響などの景気下振れリスクが顕在化してお

り、依然として不確実性の高い状況にあります。

日本経済については、経済活動制限の緩和などにより持ち直しの動きがみられましたが、世界的な物価上昇圧

力の高まり、急激な外国為替相場の変動、新型コロナウイルス感染症の第８波の影響などにより先行きは依然と

して不透明な状況が続いております。

このような経済情勢下、原材料価格、エネルギーコスト及び物流費高騰の影響を強く受け、利益確保が厳しい

状況の中、全社規模でのコスト削減、販路拡大並びにコスト上昇に応じた製品への価格転嫁に総力を挙げて推進

致しました結果、売上高は95億20百万円と前年同期比９億71百万円の増加となり、営業利益は90百万円（前年同

期比65百万円の減少）、経常利益は２億52百万円（前年同期比13百万円の減少）となりました。親会社株主に帰

属する四半期純利益は、固定資産処分損や賃金規定改定に伴う一時費用が発生したことにより１億22百万円（前

年同期比53百万円の減少）となりました。

(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ10億54百万円増加し166億91百万円となり

ました。これは主に受取手形及び売掛金が６億32百万円、原材料及び貯蔵品が１億83百万円、建設仮勘定が１億

42百万円、機械装置及び運搬具が68百万円増加し、建物及び構築物が45百万円減少したことなどによるものであ

ります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ８億74百万円増加し72億14百万円となりました。これは主に支

払手形及び買掛金が１億81百万円、短期借入金が１億93百万円、長期借入金が４億77百万円増加したことなどに

よるものであります。

純資産につきましては前連結会計年度末に比べ１億79百万円増加し94億77百万円となりました。

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

(5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億11百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,355,200 2,355,200
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 2,355,200 2,355,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 2,355 － 876,552 － 440,674

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 111,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,237,200 22,372 －

単元未満株式 普通株式 6,900 － －

発行済株式総数  2,355,200 － －

総株主の議決権  － 22,372 －

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

丸尾カルシウム株式会社
兵庫県明石市魚住町西岡

1455番地
111,100 － 111,100 4.71

計 － 111,100 － 111,100 4.71

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,263,283 3,312,122

受取手形及び売掛金 4,366,550 ※ 4,999,001

商品及び製品 613,951 615,824

仕掛品 95,476 141,250

原材料及び貯蔵品 446,630 629,870

その他 49,121 66,744

貸倒引当金 △2,182 △2,525

流動資産合計 8,832,831 9,762,289

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,328,369 1,283,152

機械装置及び運搬具（純額） 999,090 1,067,281

土地及び砿山用土地 623,693 622,477

建設仮勘定 80,873 223,253

その他（純額） 39,928 39,891

有形固定資産合計 3,071,955 3,236,056

無形固定資産 45,619 42,866

投資その他の資産   

投資有価証券 3,314,195 3,291,299

投資不動産（純額） 235,157 233,876

その他 141,081 128,911

貸倒引当金 △3,365 △3,365

投資その他の資産合計 3,687,069 3,650,722

固定資産合計 6,804,644 6,929,645

資産合計 15,637,476 16,691,934

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,971,901 2,153,114

短期借入金 299,908 493,721

未払金 554,078 564,294

未払法人税等 55,763 9,323

賞与引当金 175,300 92,310

役員賞与引当金 － 3,800

その他 160,664 249,575

流動負債合計 3,217,617 3,566,138

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 1,177,922 1,655,020

退職給付に係る負債 788,711 845,097

その他 656,041 648,662

固定負債合計 3,122,674 3,648,779

負債合計 6,340,291 7,214,918
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 876,552 876,552

資本剰余金 446,061 443,969

利益剰余金 5,770,301 5,826,413

自己株式 △172,757 △147,990

株主資本合計 6,920,157 6,998,944

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,835,103 1,818,531

為替換算調整勘定 96,122 195,776

その他の包括利益累計額合計 1,931,225 2,014,307

新株予約権 52,027 50,346

非支配株主持分 393,773 413,417

純資産合計 9,297,184 9,477,015

負債純資産合計 15,637,476 16,691,934
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 8,549,269 9,520,373

売上原価 6,887,093 7,680,514

売上総利益 1,662,175 1,839,858

販売費及び一般管理費 1,506,423 1,749,454

営業利益 155,752 90,403

営業外収益   

受取利息 3,946 4,772

受取配当金 52,385 59,098

受取保険金 693 96

不動産賃貸料 47,372 49,309

為替差益 5,882 49,076

その他 8,440 9,403

営業外収益合計 118,719 171,757

営業外費用   

支払利息 4,014 4,603

その他 4,080 4,745

営業外費用合計 8,095 9,348

経常利益 266,376 252,811

特別利益   

固定資産売却益 － 324

特別利益合計 － 324

特別損失   

固定資産処分損 5,575 37,341

投資有価証券評価損 － 37

退職給付制度改定損 － 38,254

特別損失合計 5,575 75,633

税金等調整前四半期純利益 260,800 177,503

法人税、住民税及び事業税 61,676 35,660

法人税等調整額 15,656 22,716

法人税等合計 77,332 58,377

四半期純利益 183,468 119,125

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
7,049 △3,749

親会社株主に帰属する四半期純利益 176,418 122,875
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 183,468 119,125

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △502,987 △16,869

為替換算調整勘定 77,750 124,194

その他の包括利益合計 △425,237 107,324

四半期包括利益 △241,769 226,450

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △265,381 205,957

非支配株主に係る四半期包括利益 23,612 20,492
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【注記事項】

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測することは依然として困難

な状況ではありますが、現時点で同感染症による当社グループに与える影響は限定的であることから、会計上の見積り

に重要な影響は与えないと判断しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間末

日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

受取手形 －千円 42,221千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

減価償却費 433,806千円 351,007千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 66,481 30.00 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 66,763 30.00 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自2022年４月

１日　至2022年12月31日）

当社グループは、炭酸カルシウムの製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載は省略

しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（単位：千円）

 売上高

（用途）  

合成樹脂 3,787,342

塗料 1,777,522

輸出 1,092,818

食品・飼料 573,326

ゴム 521,126

その他 797,132

顧客との契約から生じる収益 8,549,269

その他の収益 －

外部顧客への売上高 8,549,269

 

当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

（単位：千円）

 売上高

（用途）  

合成樹脂 4,072,463

塗料 1,884,074

輸出 1,446,528

食品・飼料 595,617

ゴム 561,292

その他 960,397

顧客との契約から生じる収益 9,520,373

その他の収益 －

外部顧客への売上高 9,520,373
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益 79.28円 54.93円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
176,418 122,875

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
176,418 122,875

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,225 2,236

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 76.77円 53.25円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 72 70

（うち新株予約権（千株）） (72) (70)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2023年２月７日

丸尾カルシウム株式会社   

取締役会　御中   

 

 太陽有限責任監査法人  

 大阪事務所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土居　一彦 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 有久　　衛 印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸尾カルシウム

株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸尾カルシウム株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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